
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

全
国
戦
没
者
追
悼
式

戦
争
の
惨
禍
、二
度
と
繰
り
返
さ
な
い

政
府

主
催

第　　回
８．式典

絶
対
非
戦
の
誓
い
　

新
た
に

平
和
を
希
求
し
祈
り
続
け
る
決
意
を
新宗連
青年会

「
信
じ
る
自
由
」と「
信
じ
な
い
自
由
」

「
信
教
の
自
由
」に
つ
い
て

理
事
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

信教委
政治委

靖
国
神
社
の
政
治
利
用
に

対
す
る
意
見
書
　
両
委
員
長
が
提
出

戦
後

年
、世
界
平
和
の
祈
り

円
応
教
・
沖
縄
慰
霊
祭
参
加
体
験
か
ら
考
え
る

《今号の紙面から》

マハトマ・ガンジー

岸
田
首
相
、靖
国
神
社
に

私
費
で
玉
串
料
を
奉
納

立
憲
、国
民
、維
新
の
会
の

３
政
党
に
も
意
見
書
提
出

　
８
年
前
、
戦
後

年
の
年
、
平

成

（
２
０
１
５
）
年
９
月
に
私

は
慶
良
間
諸
島
に
い
ま
し
た
。
円

応
教
の
深
田
充
啓
ご
教
主
夫
妻
、

清
水
雅
人
先
生
は
じ
め
円
応
教
信

者
の
皆
様
と
共
に
、
先
の
大
戦
に

て
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
御
霊
の

慰
霊
の
た
め
で
す
。

　

年
以
上
前
、
沖

縄
が
日
本
に
返
還
さ

れ
る
前
、
新
宗
連
が

沖
縄
に
慰
霊
の
た
め
の
平
和
使
節

団
を
就
航
し
た
時
、
母
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
参
加
に
際
し
、
初
代
教
主
か
ら

「
昭
和

（
１
９
４
５
）
年
４
月

１
日
、
沖
縄
本
島
の
戦
い
が
始
ま

っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
沖
縄
戦
は

始
ま
っ
て
い
た
。
沖
縄
戦
の
慰
霊

に
は
、
沖
縄
本
島
だ
け
で
な
く
、

米
軍
が
最
初
に
上
陸
し
た
離
島
で

の
悲
劇
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」

と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
話
を
使
節
団
で
ご
一
緒
だ

っ
た
深
田
先
生
が
記
憶
に
と
ど
め

ら
れ
、亡
き
御
霊
に
思
い
を
馳
せ
、

ご
教
団
で
は
、

年
近
く
前
か
ら

平
和
祈
願
沖
縄
慰
霊
祭
を
執
り
行

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
慰
霊

祭
に
、
８
年
前
、
私
も
参
加
を
お

許
し
い
た
だ
い
た
の
で
し
た
。

　
全
行
程
快
晴
の
中
、
座
間
味
島

（
平
和
の
塔
、
自
決
の
碑
）
、
阿

嘉
島（
平
和
の
火
・
採
火
記
念
碑
）、

慶
留
間
島
（
第
一
中
隊
特
攻
艇
壕

「
秘
匿
の
壕
」
、
小
鳩
の
塔
）
、

渡
嘉
敷
島
（
集
団
自
決
之
碑
、
白

玉
の
塔
）
と
巡
り
、
祈
り
を
捧
げ

た
海
は
正
し
く「
ケ
ラ
マ
ブ
ル
ー
」

の
海
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、


年
前
の
３
月
か
ら
は
、
そ
の
海

は
軍
艦
と
亡
き
御
霊
で
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
た
と
想
像
す
る
と
き
、

本
当
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思

い
で
し
た
。

　
各
慰
霊
碑
で
は
、村
長
、語
り
部

の
方
々
か
ら
当
時
の
体
験
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
如
何
な

る
大
義
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
多

く
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

こ
と
は
事
実
で
す
。
生
き
た
く
て

も
生
き
る
選
択
肢
が
な
か
っ
た
生

命
も
多
く
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
戦

争
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
か

と
、
何
か
を
肯
定
し
よ
う
と
し
て

も
、
探
す
こ
と
の
で

き
な
い
自
分
が
あ
り

ま
し
た
。

　
目
に
見
え
ざ
る
も

の
を
信
じ
る
宗
教
に
は
「
祈
り
」

と
い
う
行
動
が
あ
り
ま
す
。
亡
き

御
霊
の
ご
平
安
を
祈
り
、
今
あ
る

生
命
の
輝
き
を
祈
り
、
こ
れ
か
ら

の
世
界
平
和
を
祈
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
祈
り
」
を
通
し
て
、
歴

史
を
忘
れ
ず
共
に
生
き
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
戦
後

年
の
今
年
も

ま
た
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

（
田
澤
清
喜
・
松
緑
神
道
大
和
山

　
教
主
）

＜
２
面
＞
　
新
宗
連
信
教
委
・
政
治
委「
靖
国
神
社
の
政
治
利
用
に
対
す
る
意

見
書
」
と
「
『
信
教
の
自
由
』
に
つ
い
て
」
理
事
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
文

＜
３
面
＞
　
新
宗
連
青
年
会
「
沖
縄
慰
霊
の
日
」
代
表
を
派
遣

＜
５
面
＞
　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト

周
年
記
念
「
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
」
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
考
え
る
集
会
・
セ
ミ
ナ
ー

＜
６
面
＞
　
第

回
「
８
・

式
典
」
主
催
者
、
新
宗
連
代
表
あ
い
さ
つ
、

「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」全
文（
次
号
発
行
は

月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　非暴力・不服従運動によ
りインド独立を果たしたマ

ハトマ・ガンジー（～）。政治指導者・宗
教家としての生涯と活躍については多くの書籍、映
画などを通してよく知られている。その主義と信条
は、ガンジーが生前に遺した短い言葉に集約され、

名言集として多くの著作にまとめられている。名言
には「平和への道はない。平和こそが道なのだ」の
ほか、「運命は私たちがつくるものだ。いまからで
も遅くない。今をどう生きるかで、未来が決まる」
「罪を憎みなさい。罪人を愛しなさい」「祈りによ
りはじまり、祈りにより終わる」など含蓄に富む。

第１１４２号

２０２３年（令和５年）

８月３０日

黙祷を捧げる天皇皇后両陛下 宮本委員長の先導に合わせて平和の祈り（黙祷）を捧げる

　
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟
（
新
宗
連
青
年
会
、
宮
本
泰
克
委
員
長
）
は
８
月

日
午
後

６
時
か
ら
、
東
京
・
九
段
の
国
立
・
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
第

回
「
戦
争
犠
牲
者
慰

霊
並
び
に
平
和
祈
願
式
典
（
８
・

式
典
）
」
を
開
催
し
た
。
台
風
７
号
の
影
響
で
式
典

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
当
日
は
曇
天
の
も
と
、
新
宗
連
青
年
会
代
表
と
実
行
委
員
、
新

日
本
宗
教
団
体
連
合
会（
新
宗
連
、石
倉
寿
一
理
事
長
）代
表
者
が
参
列
し
て
催
さ
れ
た
。

ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
、
視
聴
者
と
共
に
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
の
慰
霊
と
絶
対
非
戦
の
誓

い
を
新
た
に
し
た
。
（
６
面
に
各
あ
い
さ
つ
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
）

小
渕
本
部
長
㊨
に
総
理
宛
て
の

意
見
書
を
手
渡
す
鈴
木
委
員
長

㊥
と
力
久
委
員
長
㊧

　
終
戦

年
を
迎
え
た
８
月


日
午
前

時

分
か
ら
、
政
府

主
催
の「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

が
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
台
風

７
号
の
影
響
で

府
県
を
中
心

に
遺
族
ら
約
８
０
０
人
が
欠
席

し
た
も
の
の
、
約
１
８
０
０
人

が
式
典
に
参
列
し
た
。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
正
午
の

時
報
に
合
わ
せ
、
標
柱
に
向
か

い
参
列
者
ら
と
共
に
黙
祷
を
捧

げ
、
先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
っ

た
日
本
人
約
３
１
０
万
人
を
悼

ま
れ
た
。

　
こ
の
後
、
天
皇
陛
下
は
「
お

言
葉
」
で
、
「
多
く
の
苦
難
に

満
ち
た
国
民
の
歩
み
を
思
う
と

き
、
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
」
と
振
り
返
り
、
「
過

去
を
顧
み
、
深
い
反
省
の
上
に

立
っ
て
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が

繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願

い
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ

た
人
々
に
対
し
、
全
国
民
と
共

に
、心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、

世
界
の
平
和
と
わ
が
国
の
一
層

の
発
展
を
祈
り
ま
す
」
と
述
べ

ら
れ
た
。

　
岸
田
文
雄
首
相
は
「
式
辞
」

で
「
今
日
の
わ
が
国
の
平
和
と

繁
栄
は
、
戦
没
者
の
皆
様
の
尊

い
命
と
、
苦
難
の
歴
史
の
上
に

築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
私
た
ち
は
片
時
た
り
と
も

忘
れ
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
戦
没

者
の
遺
骨
収
容
を
国
の
責
務
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
を
表
明
し

た
。
そ
し
て
「
戦
争
の
惨
禍
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
。
こ
の

決
然
た
る
誓
い
を
今
後
も
貫
い

て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
衆
参
両
議
院
議
長

と
最
高
裁
長
官
、
戦
没
者
遺
族

代
表
が「
追
悼
の
辞
」を
述
べ
、

参
列
者
が
献
花
、
各
団
体
代
表

で
は
日
本
宗
教
連
盟
の
宍
野
史

生
理
事
（
田
中
恆
清
理
事
長
代

理
）
が
献
花
し
た
。

　

日
、
岸
田
首
相
は
靖
国
神

社
に
は
参
拝
せ
ず
、
２
年
連
続

で
「
自
民
党
総
裁
」
の
肩
書
で

玉
串
料
を
私
費
で
納
め
た
。

　
同
日
、
高
市
早
苗
経
済
安
全

保
障
担
当
相
は
「
国
務
大
臣
　

高
市
早
苗
」
と
し
て
私
費
で
玉

串
料
を
納
め
た
。
ま
た
、
自
民

党
の
萩
生
田
光
一
政
調
会
長
も

参
拝
。
超
党
派
の
「
み
ん
な
で

靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
国
会
議

員
の
会
」の
議
員

人
も
同
日
、

参
拝
し
た
。

　
新
宗
連
の
信
教
の
自
由
委
員

会
（
信
教
委
）
の
鈴
木
裕
治
委

員
長
と
、
政
治
委
員
会
（
政
治

委
）
の
力
久
道
臣
委
員
長
は
７

月

日
午
前
、
東
京
都
千
代
田

区
の
自
由
民
主
党
本
部
を
訪

れ
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣

宛
て
の
「
靖
国
神
社
の
政
治
利

用
に
対
す
る
意
見
書
」
を
、
自

民
党
組
織
運
動
本
部
の
小
渕
優

子
本
部
長
に
手
渡
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
意
見
書
は
信
教
委

委
員
長
名
だ
っ
た
が
、
今
回
は

政
治
委
委
員
長
と
の
連
名
と
し

た
。
意
見
書
は
、
総
理
は
じ
め

閣
僚
が
靖
国
神
社
に
「
公
式
参

拝
」
す
る
こ
と
は
憲
法
の
「
政

教
分
離
」
原
則
に
違
背
し
「
信

教
の
自
由
」
を
侵
害
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
、

例
年
意
見
書
を
提
出
し
て
き
た

こ
と
を
説
明
。

　
そ
の
う
え
で
岸
田
総
理
が
就

任
後
か
ら
靖
国
神
社
の
春
秋
例

大
祭
に
合
わ
せ
、
「
内
閣
総
理

大
臣
　
岸
田
文
雄
」
名
で
真


を
奉
納
し
て
い
る
行
為
は
「
信

仰
心
の
故
と
は
考
え
づ
ら
く
、

政
治
的
立
場
故
の
行
為
と
受
け

取
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
」と
指
摘
。

総
理
と
い
う
政
治
的
立
場
に
よ

る
靖
国
神
社
へ
の
関
与
は
、
特

定
宗
教
の
「
援
助
・
助
長
」
に

あ
た
り
、
特
定
の
支
持
者
へ
の

ア
ピ
ー
ル
な
ど
政
治
的
意
図
が

感
じ
ら
れ
る
と
し
て
、
岸
田
内

閣
に
「
信
教
の
自
由
」
「
政
教

分
離
」
原
則
の
確
認
と
賢
明
な

判
断
と
行
動
を
求
め
て
い
る
。

　
小
渕
本
部
長
は
毎
年
の
意
見

書
提
出
を
「
重
く
受
け
止
め
て

い
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、

「
皆
さ
ま
の
お
考
え
を
総
理
に

届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
答
え
た
。

　
総
理
宛
て
意
見
書
は
例
年
提

出
し
て
き
た
が
、
自
民
党
ほ
か

野
党
の
国
会
議
員
も
自
ら
の
政

治
的
立
場
を
掲
げ
靖
国
神
社
を

参
拝
、
真

を
奉
納
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
通
じ
て
喧
伝
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
行
為
を

行
う
国
会
議
員
が
所
属
す
る
代

表
的
な
３
党
（
立
憲
民
主
党
、

国
民
民
主
党
、日
本
維
新
の
会
）

の
代
表
宛
て
の
「
靖
国
神
社
の

政
治
利
用
に
対
す
る
意
見
書
」

を
提
出
し
た
。

　

日
午
後
、
鈴
木
委
員
長
と

力
久
委
員
長
ら
が
衆
議
院
第
１

議
員
会
館
会
議
室
で
、
国
民
民

主
党
の
玉
木
雄
一
郎
代
表
と
榛

葉
賀
津
也
幹
事
長
、
古
川
元
久

・
企
業
団
体
委
員
長
と
面
会
。

　
こ
の
後
、
永
田
町
の
立
憲
民

主
党
本
部
で
、
泉
健
太
代
表
と

岡
田
克
也
幹
事
長
、
白
眞
勲
・

前
参
議
院
議
員
と
面
会
し
、
両

党
代
表
に
「
靖
国
神
社
の
政
治

利
用
に
対
す
る
意
見
書
」
を
手

渡
し
、
代
表
ら
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
日
本
維
新
の
会
の
馬
場
伸
幸

代
表
宛
て
の
「
靖
国
神
社
の
政

治
利
用
に
対
す
る
意
見
書
」
は

同
日
郵
送
し
提
出
し
た
。
（
意

見
書
全
文
は
２
面
に
掲
載
）

　
新
宗
連
は
８
月
１
日
、
石
倉

寿
一
理
事
長
名
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
が

大
切
に
し
て
き
た
『
信
教
の
自

由
』
に
つ
い
て
～
『
信
じ
る
自

由
』
と
『
信
じ
な
い
自
由
』
」

を
発
表
し
た（
全
文
は
２
面
）。

　
新
宗
連
は
昨
年
来
、
世
界
平

和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一
協

会
）
に
よ
る
諸
問
題
に
対
し
、

新
宗
連
が
結
成
時
よ
り
大
切
に

し
て
き
た
「
信
教
の
自
由
」
を

い
か
に
と
ら
え
る
か
を
信
教
の

自
由
委
員
会
を
中
心
に
昨
年
８

月
以
降
、
学
習
会
や
現
状
分
析

な
ど
意
見
交
換
を
続
け
て
き

た
。
今
年
２
月
に
は
信
教
の
自

由
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
検

討
を
重
ね
、
６
月
に
開
催
し
た

理
事
会
の
了
承
な
ど
を
経
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
に
至
っ
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
新
宗
連
が

結
成（
１
９
５
１
年
）当
時
か
ら

「
信
教
の
自
由
」
を
守
る
こ
と

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
教
え

の
違
い
や
思
想
、
信
条
を
互
い

に
認
め
合
い
、

年
余
の
活
動

を
続
け
て
き
た
こ
と
を
説
明
。

　
そ
し
て
「
信
教
の
自
由
」
は

基
本
的
人
権
の
根
源
で
あ
る
と

し
て
、
「
『
信
教
の
自
由
』
は

宗
教
団
体
の
既
得
権
を
守
る
た

め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
信
仰

す
る
個
人
、信
仰
し
な
い
個
人
、

そ
れ
ぞ
れ
を
守
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
た

ち
新
宗
連
の
一
貫
し
た
主
張
で

す
」
と
表
明
し
て
い
る
。

　
当
日
は
刻
々
と
天
候
が
変
わ

る
中
、
午
前
か
ら
準
備
が
進
め

ら
れ
、
定
刻
の
午
後
６
時
か
ら

式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
開
式
に
あ
た
り
、
主
催
者
を

代
表
し
て
新
宗
連
青
年
会
の
宮

本
泰
克
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
。
宮
本
委
員
長
は
「
８

・

式
典
」
と
並
ぶ
青
年
会
の

二
大
行
事
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
今
年
４
月
に
北
海
道
で

開
催
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
共
生

を
テ
ー
マ
に
多
様
性
を
学
ん
だ

こ
と
、
２
月
に
は
４
年
ぶ
り
と

な
る
沖
縄
慰
霊
平
和
使
節
団
を

派
遣
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
、
特
に
沖
縄
使
節
団
で
沖
縄

在
住
の
人
か
ら
「
政
治
や
社
会

状
況
が
行
き
詰
っ
て
い
る
今
こ

そ
、
宗
教
者
、
青
年
が
未
来
を

切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
期
待
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
を
述
べ
た
。

　
そ
し
て
イ
ン
ド
の
マ
ハ
ト
マ

・
ガ
ン
ジ
ー
（
『
栞
』
参
照
）

の
「
平
和
へ
の
道
は
な
い
。
平

和
こ
そ
が
道
な
の
だ
」
と
の
言

葉
を
引
き
、
「
問
い
、
求
め
続

け
る
こ
と
、
小
さ
な
こ
と
で
も

一
歩
ず
つ
、
出
来
る
こ
と
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
、
仲
間
を

増
や
し
、
広
げ
て
い
く
こ
と
、

何
よ
り
宗
教
青
年
の
私
た
ち

は
、
祈
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
私

た
ち
に
で
き
る
『
平
和
の
道
』

で
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
教
団
別
礼
拝
で
は
解
脱
会
と

円
応
教
、
思
親
会
、
松
緑
神
道

大
和
山
、崇
教
眞
光
、善
隣
教
、

玉
光
神
社
、
天
恩
教
、
妙
智
會

教
団
、
立
正
佼
成
会
の

教
団

の
代
表
者
が
戦
争
犠
牲
者
の
御

霊
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

　
こ
の
後
、
解
脱
会
青
年
本
部

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
議
長
の
北
島
鯉り

久く

人と

氏
が
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
を
奏
上
し
た
。

　
北
島
氏
は
、
祖
母
の
空
襲
体

験
や
曾
祖
父
と
曾
祖
母
の
戦
中

・
戦
後
の
苦
労
、
ま
た
自
身
が


歳
の
時
に
解
脱
会
青
年
部
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
に
参
加
し
、
内
戦
に
よ
る
貧

困
で
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も

た
ち
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
こ

と
な
ど
身
近
で
感
じ
て
き
た
戦

争
・
紛
争
の
悲
惨
さ
を
語
っ
た
。

　
そ
し
て
「
私
は
、
全
人
類
が

望
む
平
和
の
た
め
に
は
、
お
互

い
を
敬
い
、
個
性
を
活
か
し
な

が
ら
い
た
だ
い
た
天
職
に
努
力

し
励
む
こ
と
が
、
世
の
中
を
土

台
か
ら
よ
り
よ
く
変
え
、
平
和

な
新
時
代
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
表
明

し
た
。

　
続
い
て
宮
本
委
員
長
の
先
導

に
合
わ
せ
て
、
一
同
で
平
和
の

祈
り
（
黙
祷
）
を
捧
げ
た
。

　
新
宗
連
を
代
表
し
て
石
倉
寿

一
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
文
を
、

本
山
一
博
理
事
が
代
読
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
は
、
新
宗
連
が
世

界
平
和
に
向
か
っ
て
取
り
組
む

第
一
の
実
践
は
「
平
和
を
希
求

し
、
祈
り
、
行
動
す
る
人
を
育

て
て
い
く
」
こ
と
に
あ
る
と
し

て
、
新
宗
連
青
年
会
の
「
８
・


式
典
」
が
こ
れ
を
最
も
象
徴

的
に
表
現
し
た
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
を
説
明
。「
私
た
ち
は
、

毎
年
こ
の
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る

戦
争
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
御
霊

の
声
な
き
声
を
し
っ
か
り
と
心

に
刻
み
、
真
の
世
界
平
和
が
招

来
す
る
日
ま
で
、
怠
る
こ
と
な

く
祈
り
を
続
け
て
い
く
決
意
を

共
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
式
典
は
一
人
ひ
と
り

の「
信
教
の
自
由
」を
尊
重
し
、

各
自
の
信
ず
る
宗
教
の
儀
礼
儀

式
に
よ
り
真
心
か
ら
祈
り
を
捧

げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

８
月
１
日
に
「
信
教
の
自
由
」

に
関
す
る
理
事
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
た
こ
と
に
も
言
及
し

た
。

　
そ
し
て
今
な
お
戦
争
や
紛

争
、不
信
、対
立
が
止
ま
な
い
こ

と
に
対
し
、「
こ
れ
を
抑
止
し
、

平
和
へ
と
導
い
て
い
く
第
一
歩

は
、
「
信
教
の
自
由
」
の
尊
重

を
は
じ
め
、
お
互
い
を
理
解
し

合
い
、
認
め
合
っ
て
い
く
、
多

様
性
の
実
践
で
あ
る
と
思
い
ま

す
」と
述
べ
、世
界
平
和
の
実
現

に
向
か
っ
て
、
す
べ
て
の
戦
争

犠
牲
者
追
悼
と
共
に
多
様
性
の

文
化
も
し
っ
か
り
継
承
し
、
実

践
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。




